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・
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洋
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
考
え
る
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島
の
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興
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田
吉
彦
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・
米
国
の
沿
岸
域
に
お
け
る
法
制
度
の
発
展
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野
秀
雄

38

・
離
島
観
光
の
推
進
に
お
い
て〝
い
ま
〞な
す
べ
き
こ
と

古
賀
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平
成
二
二
年
度
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
で
は
「
離
島
振
興
法
改

正
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
二
四
年
度
末
で
終
期
を
迎
え
る
離
島
振

興
法
の
改
正
延
長
に
向
け
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
二
三
年
七
月
に

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
概
要
は
、
本
誌
二
二
六
号
「
離

島
振
興
法
の
改
正
延
長
に
向
け
て
」
に
て
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
。

本
誌
で
は
、
同
検
討
会
議
の
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
学
識
者

に
、
会
議
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
〈
離
島
振
興
へ
の
提
言
〉
を
寄
稿
い
た
だ
い

た
。
今
号
は
、
海
洋
安
全
保
障
、
沿
岸
域
・
海
洋
政
策
、
観
光
振
興

を
専
門
と
す
る
三
人
の
方
々
か
ら
の
提
言
を
掲
載
す
る
。
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中
国
漁
船
に
よ
る
日
本
領
海
内
で
の
密
漁
が
相
次
い
で
い
る
。
海
上
保
安
庁
が
巡
視
船
で
監
視
し
つ

つ
も
、
海
域
は
広
大
で
充
分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
日
本
の
領
海
、
排
他
的
経
済

水
域
は
広
い
。
そ
の
海
洋
管
轄
権
に
お
い
て
、
主
権
を
主
張
す
る
た
め
の
基
点
と
し
て
重
要
な
の
が

島
で
あ
り
、
島
が
あ
っ
て
こ
そ
海
洋
資
源
開
発
、
水
産
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
益
が
認
め
ら
れ
る
。

日
本
人
の
財
産
で
あ
る
海
洋
資
源
、
水
産
資
源
を
守
り
、
国
家
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
内

海
域
を
含
め
、
わ
が
国
を
構
成
す
る
島
々
に
あ
ま
ね
く
人
が
暮
ら
し
、
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
だ
。
島
は
人
が
暮
ら
し
、
初
め
て
島
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。

山
田
吉
彦

日
本
の
海
に
迫
る
危
機
・
中
国
密
漁
船

東
シ
ナ
海
海
域
に
迫
る
中
国
の
脅
威

動
き
出
し
た
日
本
の
島
嶼
政
策

海
洋
管
理
を
進
め
る
中
国

離
島
の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
日
本
の
平
和

ま
と
め
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二
〇
一
一
年
一
二
月
二
〇
日
、
長
崎
海
上
保
安
部
は
、
長
崎
県
五

島
市
の
肥
前
鳥
島
沖
で
中
国
漁
船
を
捕
捉
し
、
船
長
を
逮
捕
し
た
。

こ
の
漁
船
は
、
違
法
操
業
の
疑
い
で
停
船
を
命
じ
ら
れ
た
が
逃
亡
を

図
っ
た
。
こ
の
漁
船
か
ら
は
、
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ゴ
が

発
見
さ
れ
た
。
一
一
月
に
も
同
じ
海
域
に
侵
入
し
た
中
国
漁
船
が
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
域
の
周
辺
に
は
、
数
多
く
の
中
国
漁
船
が

出
没
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
侵
入
の
目
的
は

密
漁
で
あ
る
。
海
上
保
安
庁
は
、
警
告
を
発
し
日
本
の
排
他
的
経
済

水
域
か
ら
の
退
去
を
求
め
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
雲
霞
の
如
く

出
没
す
る
密
漁
漁
船
の
侵
犯
は
減
少
し
な
い
。
そ
こ
で
、
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
違
法
操
業
漁
船
は
拿
捕
す
る
方
針
と
な
っ
た
。

事
件
が
起
こ
っ
た
海
域
に
近
い
肥
前
鳥
島
は
、
三
つ
の
小
島
か
ら

な
る
絶
海
の
無
人
島
で
あ
る
。
魚
影
が
濃
く
、
し
か
も
大
物
の
釣
果

が
期
待
で
き
る
た
め
多
く
の
釣
り
人
が
こ
の
島
を
訪
れ
て
い
る
。
海

の
穏
や
か
な
日
に
は
、
長
崎
か
ら
瀬
渡
し
の
た
め
の
高
速
船
が
出
て

い
る
。
こ
の
島
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
基
点
と
な
り
、
海
洋
資
源
、

海
底
資
源
な
ど
の
海
洋
権
益
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
こ

の
島
を
基
点
と
し
た
排
他
的
経
済
水
域
は
、
韓
国
、
中
国
と
境
界
を

接
し
て
い
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
国
境
地
域
、
海
域
と
し
て
厳
格

な
警
備
が
必
要
で
あ
る
。
前
述
の
密
漁
事
件
に
よ
り
、
よ
う
や
く
肥

前
鳥
島
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
政
府
も
地
方
行
政

も
こ
の
島
の
管
理
を
積
極
的
に
進
め
る
様
子
も
な
く
、
具
体
的
な
利

用
施
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
渡
航
す
る
人
の
把
握
す
ら
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
。
管
理
の
行
き
届
い
て
い
な
い
無
人
島
は
、
密

漁
の
拠
点
と
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
南
シ
ナ
海
の
例
を
見

る
と
、
中
国
人
漁
民
に
よ
り
島
を
占
拠
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
。

同
年
一
二
月
、
韓
国
の
海
洋
警
察
官
が
中
国
の
密
漁
漁
民
に
よ
り

刺
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
が
起
き
た
海
域
は
、
韓
国

の
仁イ
ン

川
チ
ョ
ン

市
の
沖
八
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
海
域
で
、
韓
国
の
排

他
的
経
済
水
域
内
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
〇
年
来
、
韓
国
は
中
国
漁
民

に
よ
る
密
漁
に
手
を
焼
き
続
け
て
い
る
。
中
国
と
韓
国
は
、
二
〇
〇

一
年
に
中
韓
漁
業
協
定
を
結
び
、
暫
定
水
域
も
含
め
互
い
の
管
理
水

域
を
決
め
た
が
、
翌
二
〇
〇
二
年
に
は
、
早
く
も
、
韓
国
の
海
域
に

お
い
て
密
漁
を
行
っ
て
い
た
中
国
漁
民
が
、
取
締
官
に
暴
行
す
る
事

件
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
は
、
韓
国
海
域
に
侵

入
し
た
中
国
漁
船
を
臨
検
し
よ
う
と
し
た
海
洋
警
察
官
が
海
に
突
き

落
と
さ
れ
死
亡
し
た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
韓
国
が

拿
捕
し
た
中
国
漁
船
は
二
〇
〇
〇
隻
を
超
え
、
三
万
人
近
い
密
漁
漁

民
を
逮
捕
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
四
五
〇
隻
ほ
ど
拿
捕
し
て

い
る
。
中
国
漁
船
の
密
漁
は
、
韓
国
海
洋
警
察
庁
の
取
り
締
ま
り
を

受
け
て
も
密
漁
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
根
幹
に
は
、
中
国
の
急
速
な

市
場
経
済
化
に
よ
り
、
拝
金
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

日
本
の
海
に
迫
る
危
機
・
中
国
密
漁
船
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韓
国
は
、
密
漁
船
に
日
本
円
に
換
算
し
三
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
〇

万
円
程
度
の
担
保
金
（
罰
金
に
相
当
）
を
課
し
て
い
る
が
、
中
国
漁
船

に
よ
る
密
漁
は
一
向
に
減
る
兆
し
を
見
せ
な
い
。
現
在
の
中
国
は
道

路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、
ま
た
、
冷
蔵
、
冷
凍
輸

送
が
普
及
し
た
た
め
に
魚
の
販
路
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
そ
の
た

め
、
中
国
国
内
の
食
形
態
に
も
変
化
が
あ
り
、
海
産
物
の
消
費
量
が

増
大
し
て
い
る
。
中
国
は
漁
業
バ
ブ
ル
で
、
魚
は
獲
れ
ば
獲
る
だ
け

売
れ
る
状
態
な
の
で
あ
る
。
韓
国
は
、
韓
国
管
轄
海
域
で
漁
を
行
う

中
国
漁
船
一
七
〇
〇
隻
に
許
可
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
何
倍
も
の

違
法
操
業
船
が
侵
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
海
域
で
漁
を
行
う

と
一
隻
あ
た
り
、
ひ
と
月
で
五
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
水
揚
げ
が
あ
る
た

め
、
拿
捕
も
覚
悟
で
密
漁
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
だ
。

中
国
の
沿
岸
部
、
特
に
黄
海
か
ら
東
シ
ナ
海
沿
岸
で
は
、
海
洋
環

境
汚
染
と
乱
獲
に
よ
り
漁
獲
高
が
激
減
し
、
沿
岸
部
で
の
水
揚
げ
高

は
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
漁

船
団
は
沖
合
を
広
範
囲
に
活
動
し
、
周
辺
国
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

な
い
の
が
現
状
だ
。
中
国
密
漁
船
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
は
韓
国
ば

か
り
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
、
遠
く
は
ア
フ
リ
カ
沿
岸

に
お
い
て
も
中
国
漁
船
の
密
漁
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
マ
リ
ア

海
賊
が
発
生
し
た
原
因
の
一
つ
に
、
ソ
マ
リ
ア
沿
岸
に
お
い
て
中
国

漁
船
が
大
掛
か
り
な
密
漁
を
行
う
た
め
漁
業
資
源
の
枯
渇
を
も
た
ら

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
、
尖
閣
海
域
に
お
い
て
中
国
漁
船
が
日
本

の
領
海
内
に
お
い
て
違
法
操
業
を
企
て
た
う
え
に
、
取
り
締
ま
り
に

あ
た
っ
た
海
上
保
安
庁
巡
視
船
二
隻
に
体
当
た
り
を
し
た
事
件
は
記

憶
に
新
し
い
。
事
件
の
当
日
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
は
、
約
一
六

〇
隻
の
中
国
漁
船
が
出
漁
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
三
〇
隻

ほ
ど
が
日
本
の
領
海
を
侵
犯
し
て
い
た
こ
と
が
海
上
保
安
庁
に
よ
り

報
告
さ
れ
て
い
る
。

尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
で
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
一
日
に
二
七
〇

隻
も
の
中
国
漁
船
が
出
没
し
、
そ
の
う
ち
約
七
〇
隻
が
領
海
を
侵
犯

し
違
法
操
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
海
上
保
安

庁
は
、
常
時
こ
の
海
域
に
巡
視
船
を
派
遣
し
警
戒
に
あ
た
り
、
領
海

侵
犯
、
違
法
操
業
の
漁
船
を
見
つ
け
て
は
管
轄
海
域
か
ら
追
い
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
海
域
は
広
く
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
だ

け
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
警
戒
に
あ
た
っ
た
海
上
保
安
官

に
よ
る
と
「
一
度
追
い
出
し
て
も
巡
視
船
が
い
な
く
な
る
と
ま
た
直

ぐ
に
、
領
海
に
侵
入
し
て
く
る
」
状
況
で
あ
る
。

琉
球
王
朝
時
代
、
尖
閣
諸
島
は
「
ユ
ク
ン
ク
　
ク
バ
ジ
マ
（
魚
が

獲
れ
る
ビ
ロ
ウ
が
生
い
茂
る
島
と
い
う
意
味
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在

で
も
尖
閣
諸
島
沖
は
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
サ
ワ
ラ
な
ど
の
好
漁
場

で
あ
り
、
中
国
の
漁
船
、
台
湾
の
遊
漁
船
な
ど
が
頻
繁
に
出
没
し
て

東
シ
ナ
海
海
域
に
迫
る
中
国
の
脅
威
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い
る
。
日
本
の
主
張
す
る
排
他
的
経
済
水
域
内
で
中
国
船
が
漁
を
す

る
こ
と
は
、
日
中
漁
業
協
定
に
も
と
づ
き
一
定
量
に
限
り
認
め
ら
れ

て
い
る
が
、
領
海
内
は
違
法
操
業
で
あ
る
。
中
国
漁
船
は
、
中
国
大

陸
周
辺
海
域
の
海
洋
汚
染
と
乱
獲
に
よ
り
急
激
に
沿
岸
部
の
漁
獲
高

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
大
陸
か
ら
三
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ

た
尖
閣
諸
島
沖
合
ま
で
侵
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
、
日
本
船

も
漁
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
八
重
山
地
方
な
ど
か
ら
出
漁
す
る

漁
船
は
、
尖
閣
諸
島
沖
ま
で
の
燃
料
代
を
考
え
る
と
採
算
が
合
わ
な

い
た
め
、
こ
の
海
域
ま
で
出
漁
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

二
〇
一
〇
年
に
は
、
尖
閣
周
辺
海
域
で
、
海
上
保
安
庁
が
違
法
行

為
の
う
た
が
い
の
あ
る
外
国
船
舶
へ
の
立
ち
入
り
検
査
を
す
る
件
数

が
増
加
し
た
。
二
〇
〇
八
年
は
二
件
、
二
〇
〇
九
年
は
六
件
だ
っ
た

が
、
二
〇
一
〇
年
は
二
〇
件
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち

中
国
船
が
一
四
件
と
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
中
国
の
海
洋
調
査
船

が
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
お
い
て
無
断
で
海
洋
観
測
な
ど
を

行
う
こ
と
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
に
は
、
中
国
の
原
子
力
潜
水
艦
が
、
沖
縄
県
の
先
島

諸
島
に
あ
る
宮
古
島
と
石
垣
島
の
間
の
領
海
内
を
潜
航
し
た
ま
ま
通

過
し
た
。
こ
れ
は
、「
潜
水
艦
は
、
他
国
の
領
海
を
通
行
す
る
と
き

に
は
、
浮
上
し
国
旗
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
国
際

法
に
抵
触
す
る
行
為
だ
。
防
衛
庁
長
官
（
現
在
は
大
臣
）
は
、
海
上
警

備
行
動
を
発
令
し
、
海
上
自
衛
隊
が
非
常
時
体
制
を
と
っ
た
が
、
中

国
潜
水
艦
は
悠
々
と
青
島
に
あ
る
基
地
へ
と
帰
還
し
て
い
っ
た
。
宮

古
島
と
石
垣
島
の
住
民
は
、
現
実
の
も
の
と
し
て
中
国
海
軍
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
古
島
に
も
石
垣
島
に
も
自
衛
隊
の
基

地
は
な
い
。
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
も
す
が
る
べ
き
組
織
が
な
い
の

が
実
情
だ
。
ま
た
、
海
上
保
安
庁
は
管
轄
海
域
の
安
全
確
保
の
た
め

最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
が
、
な
に
し
ろ
守
る
べ
き
海
は
広
く
、

海
上
保
安
庁
の
装
備
、
人
員
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
島
の
生
活
の

安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

海
上
保
安
庁
と
海
上
自
衛
隊
の
連
携
体
制
の
構
築
は
不
可
欠
だ
。

さ
ら
に
日
本
に
は
、
守
る
べ
き
島
が
多
い
。
海
上
保
安
庁
の
資
料

に
よ
る
と
日
本
に
は
、
六
八
五
二
の
島
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

一
九
八
七
年
、
海
上
保
安
庁
水
路
部
（
現
・
海
洋
情
報
部
）
が
最
大
縮

尺
海
図
と
二
・
五
万
分
の
一
陸
図
を
用
い
て
、
周
囲
〇
・
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
で
水
面
に
囲
ま
れ
陸
と
隔
た
れ
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸

地
を
島
と
し
て
公
表
し
た
も
の
だ
。
こ
の
う
ち
離
島
は
六
八
四
七
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
、
沖
縄
本
島
以
外

の
島
は
、
す
べ
て
離
島
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
一
九
八
九

年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
「
第
三
九
回
日
本
統
計
年
鑑
」
か
ら
日
本
を

構
成
す
る
島
の
数
を
六
八
五
二
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
人

が
住
む
有
人
島
は
四
二
一
で
あ
る
。
排
他
的
経
済
水
域
を
主
張
す
る

基
点
と
な
る
島
の
う
ち
、
未
だ
名
前
も
な
い
無
人
島
は
三
〇
以
上
あ

動
き
出
し
た
日
本
の
島
嶼
政
策
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る
と
い
う
。
名
前
す
ら
な
い
の
で
は
、
島
を
適
切
に
管
理
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
政
府
も
ま
っ
た
く
無
策
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

二
〇
〇
九
年
「
海
洋
管
理
の
た
め
の
離
島
の
保
全
・
管
理
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
離
島
を
有
効
に
活
用
し
、
日
本

の
管
轄
海
域
の
有
効
利
用
と
秩
序
の
維
持
を
め
ざ
し
動
き
出
し
て
い

る
。そ

し
て
、
以
下
の
四
項
目
を
重
点
施
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
。

①
海
洋
に
関
す
る
我
が
国
の
管
轄
権
の
根
拠
と
な
る
離
島
の
安
定

的
な
保
全
・
管
理

②
海
洋
に
お
け
る
様
々
な
活
動
を
支
援
し
促
進
す
る
拠
点
と
な
る

離
島
の
保
全
・
管
理

③
海
洋
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
形
成
の
基
盤
と
な
る
離
島
及
び
周

辺
海
域
の
保
全
・
管
理

④
人
と
海
と
の
関
わ
り
に
よ
り
形
作
ら
れ
た
離
島
の
歴
史
や
伝
統

の
継
承

人
が
文
化
を
持
ち
暮
ら
し
て
こ
そ
島
で
あ
り
、
島
が
国
土
を
支
え

て
い
る
と
い
う
認
識
を
政
府
も
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
名
の

な
い
島
に
は
、
即
時
名
を
付
け
る
よ
う
に
地
方
自
治
体
に
依
頼
し
て

い
る
。

た
だ
し
、
島
の
活
用
に
お
け
る
政
府
の
認
識
に
お
い
て
曖
昧
な
点

が
残
る
。
国
連
海
洋
法
条
約
で
は
、
第
一
二
一
条
に
お
い
て
「
島
」

を
規
定
し
、
常
時
水
に
囲
ま
れ
高
潮
時
に
お
い
て
も
水
面
上
に
あ
る

も
の
を
島
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
条
三
項
で
は
、「
人
間
の
居

住
又
は
、
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
い
岩
は
、
排
他
的
経

済
水
域
、
大
陸
棚
の
基
点
と
は
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
国

際
的
に
見
る
と
無
人
島
は
、
領
土
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
島

を
基
点
と
し
た
排
他
的
経
済
水
域
、
大
陸
棚
は
主
張
で
き
な
い
と
い

う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
国
際
司
法
裁
判
所
な
ど
の
判

例
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
管
理
の
さ
れ
て
い
な
い
無
人
島
を
排
他
的

経
済
水
域
の
基
点
と
す
る
こ
と
は
、
ど
う
も
困
難
で
あ
る
。
人
が
居

住
す
る
か
、
も
し
く
は
恒
常
的
に
島
で
経
済
活
動
を
し
な
け
れ
ば
、

実
効
支
配
と
は
認
め
ら
れ
ず
海
洋
権
益
の
確
保
は
難
し
く
な
る
よ
う

だ
。こ

の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、

「
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め

の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
低
潮

線
保
全
法
）
が
制
定
さ
れ
、
日
本
が
管
轄
海
域
を
主
張
す
る
上
で
、

基
点
と
な
る
低
潮
線
が
確
認
さ
れ
た
。
低
潮
線
に
変
更
を
及
ぼ
す
行

為
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
確
保
の
た
め
に
極

め
て
重
要
な
離
島
を
特
定
離
島
に
指
定
し
た
。
こ
の
特
定
離
島
に
は
、

沖
ノ
鳥
島
と
南
鳥
島
が
指
定
さ
れ
、
周
辺
海
域
の
管
理
お
よ
び
開
発

の
拠
点
と
な
る
港
湾
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
両
島
と
も
に
四
〇

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
の
基
点

で
あ
り
、
海
洋
安
全
保
障
、
海
底
資
源
の
開
発
の
拠
点
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
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近
年
、
中
国
は
、
海
洋
強
国
を
目
指
し
海
洋
管
理
に
関
す
る
法
整

備
を
進
め
て
き
た
。
一
九
九
二
年
に
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
領
海

及
び
接
続
水
域
法
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
は
、「
中
華
人
民
共
和

国
の
領
海
に
対
す
る
主
権
と
接
続
水
域
に
お
け
る
管
轄
権
を
行
使
し
、

国
家
の
安
全
と
海
洋
権
益
を
保
護
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、「
中

華
人
民
共
和
国
の
大
陸
お
よ
び
沿
岸
島
嶼
、
台
湾
お
よ
び
釣
魚
島
を

含
付
属
各
島
、
澎
湖
諸
島
、
東
沙
諸
島
、
西
沙
諸
島
、
中
沙
諸
島
、

南
沙
諸
島
お
よ
び
そ
の
他
中
華
人
民
共
和
国
に
属
す
る
す
べ
て
の
島

嶼
」
を
領
土
と
し
て
い
る
。
中
国
は
自
国
の
法
体
系
の
も
と
に
、
領

土
、
領
海
を
一
方
的
に
定
め
、
自
国
の
主
張
の
後
ろ
盾
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
後
に
近
隣
国
と
領
土
問
題
が
発
生
し
た
時

に
、
自
国
の
主
張
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
の
証
に
な
る
。
残
念
な
が

ら
日
本
の
領
土
、
領
海
に
関
す
る
法
体
系
は
中
国
に
比
べ
脆
弱
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
海
島
保

護
法
」
を
制
定
し
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
施
行
し
て
い
る
。
こ
の
法

の
制
定
の
背
景
に
は
、
中
国
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
代
か
ら
無
秩
序

な
開
発
に
よ
り
島
の
消
失
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
中
国
が
主

張
し
て
い
る
海
洋
権
益
を
確
保
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
を
整
備
し
た

も
の
で
あ
り
、
島
の
沿
岸
開
発
を
国
家
の
管
理
下
に
置
き
制
限
し
、

無
人
島
は
国
家
所
有
と
し
国
務
院
が
管
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
島
嶼
お
よ
び
沿
岸
部
を
国
家
で
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

海
洋
権
益
を
確
保
す
る
動
き
に
出
た
の
だ
。

「
中
華
人
民
共
和
国
領
海
及
び
接
続
水
域
法
」
お
よ
び
「
中
華
人
民

共
和
国
海
島
保
護
法
」
を
根
拠
と
し
て
、
南
シ
ナ
海
お
よ
び
東
シ
ナ

海
に
お
い
て
海
洋
権
益
の
確
保
の
た
め
に
強
引
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
中
国
の
国
内
法
で
あ
り
、
す

べ
て
が
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
に
島
は
、
領
土
問
題
、
海
洋
管
轄
権

問
題
に
お
い
て
、
主
権
を
主
張
す
る
基
点
と
な
る
。
島
に
関
す
る
問

題
を
国
際
法
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
島
は
人
が
暮
ら
し
、
初
め
て

島
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
海
洋
資
源
開
発
、
水
産
振
興
、
海
洋
調

査
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
も
、
基
点
と
な
る
島
が
あ
っ
て
こ
そ
、
さ

ま
ざ
ま
な
権
益
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。日

本
人
の
財
産
で
あ
る
海
洋
資
源
、
水
産
資
源
を
守
り
、
国
家
の

安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
国
境
海
域
を
は
じ
め
島
に
人
が
暮
ら

し
、
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
）
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
離
島
の
社
会
を
壊
す
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
と
い
う
国
自
体
を
脅
か
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

海
洋
管
理
を
進
め
る
中
国
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日
本
の
離
島
の
人
口
は
約
六
九
万
人
、
全
人
口
の
〇
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
か
つ
て
、
前
原
誠
司
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
交
渉
に
あ
た
り
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
し

か
満
た
な
い
第
一
次
産
業
が
、
他
を
犠
牲
に
し
て
い
い
の
か
」
と
の

意
味
の
発
言
を
し
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
た
。
同
様
の
こ
と
が
離
島
の

維
持
・
管
理
に
お
い
て
も
発
言
さ
れ
て
い
る
。
民
主
党
に
よ
る
「
事

業
仕
分
け
」
に
お
い
て
、「
離
島
航
路
補
助
金
」
な
ど
の
仕
分
け
に

関
し
一
部
の
「
仕
分
人
」
が
、「
離
島
は
大
き
な
老
人
ホ
ー
ム
」「
離

島
が
都
市
に
負
担
を
か
け
て
も
よ
い
の
か
」
と
い
う
内
容
の
発
言
を

し
た
。
全
人
口
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
他
の
国
民
に
迷
惑
を
か

け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、
離
島
に
暮
ら

す
人
々
、
海
洋
に
知
見
を
有
す
る
者
の
怒
り
を
買
い
、
当
然
、
政
府

内
に
お
い
て
も
疑
問
に
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
は
ず
だ
。
結
局
、
仕

分
人
に
よ
る
判
断
で
も
、
離
島
航
路
補
助
金
は
見
直
し
を
行
わ
な
い

（
存
続
）
と
な
っ
た
が
、
当
然
の
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
一
件
は
、
離
島
の
存
在
意
義
に
関
す
る
知
識
が
啓

蒙
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
一
面
的
な
数
値
だ
け
で
判

断
し
よ
う
と
す
る
と
、
大
局
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。
離
島
の
問
題

に
お
い
て
は
、
九
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
民
が
、
海
洋
国
家
日
本

の
存
続
を
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
離
島
に
暮
ら
す
人
々
に
負
わ
せ
て

い
る
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
離
島
は
、
日
本

の
持
つ
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
の
拠
点
で
あ
る
。
国
連
海
洋
法
条

約
の
定
義
か
ら
い
う
と
、
離
島
か
ら
島
人
が
退
去
し
無
人
島
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
島
を
基
点
と
し
た
排
他
的
経
済
水
域
は
国
際
法
上
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。

ま
た
、
内
海
離
島
へ
の
対
策
が
国
の
政
策
と
し
て
後
位
に
置
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
内
海
離
島
は
、
地
域
の
文
化
の
基
点

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
や
長
崎
県
な
ど
の
離
島
は
、

地
域
社
会
間
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
内
海
離

島
の
住
民
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
沿
岸

部
の
漁
場
、
島
の
農
地
の
荒
廃
に
よ
り

地
域
経
済
が
低
迷
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
内
海
離
島
周
辺

部
は
、
一
度
、
人
工
的
な
海
岸
形
状
の

変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多

い
。
一
度
、
人
の
手
が
入
っ
た
自
然
、

あ
る
い
は
社
会
構
造
は
、
当
面
、
人
的

な
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
。
環
境
を
守

る
た
め
に
は
、
常
時
、
そ
の
状
況
を
管

理
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

島
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
の
中
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
無
作
為
な
参
加
は
、
島
の

離
島
の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
日
本
の
平
和

表1　TPPの農業に与える影響 

品目名 

甘味資源作物（サトウキビ等） 

肉用牛 

豚　 

米 

※農林水産省試算から作成 

影響額（億円） 

1,500 

4,500 

4,600 

19,700

影響率（％） 

100 

75 

70 

90
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維
持
・
管
理
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
で
あ
る
。

南
大
東
村
（
沖
縄
県
）
役
場
に
は
、「
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
島
を
守
り
、

島
は
国
土
を
守
る
」
と
い
う
標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
に
よ
り
絶
海
の
孤
島
の
生
活
は
維
持
さ
れ
、
こ
の
島
を
基
点
と
し

て
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
外
国
産
に

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
市
場
を
奪
わ
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
農

家
お
よ
び
製
糖
工
場
は
、
存
在
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
運

送
、
菓
子
製
造
、
販
売
な
ど
の
周
辺
産

業
も
多
大
な
影
響
を
受
け
る
。
奄
美
大

島
、
大
東
諸
島
、
八
重
山
諸
島
な
ど
で

は
、
島
の
主
要
産
品
の
出
荷
が
減
少
す

る
こ
と
に
よ
り
、
貨
物
船
航
路
の
維
持

も
難
し
く
な
り
、
住
民
の
生
活
物
資
の

輸
送
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
奄
美
大
島
以
南
の

南
西
諸
島
に
お
い
て
重
要
な
農
産
物
で

あ
る
。
平
成
二
一
年
度
の
報
告
で
は
、

沖
縄
県
の
農
家
数
の
七
二
パ
ー
セ
ン
ト

が
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
に
関
与
し
、
全
耕

地
面
積
の
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
南
大

東
島
を
は
じ
め
沖
縄
県
の
離
島
に
お
い
て
は
、
製
糖
業
と
と
も
に
重

要
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
ま
た
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

以
外
の
主
要
な
農
作
物
は
、
肉
用
牛
、
豚
、
米
、
果
実
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
作
物
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。 製糖工場の煙突に記されたスローガン。沖縄県南大東島にて。
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離
島
は
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
な
ど
の
海
洋
管
轄
権
に
お
い

て
、
主
権
を
主
張
す
る
た
め
の
基
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
島
は
人

が
暮
ら
し
初
め
て
島
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
海
洋
資
源
開
発
、
水

産
振
興
、
海
洋
調
査
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
も
、
基
点
と
な
る
島
が

あ
っ
て
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
益
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
国
際

的
な
事
例
を
見
る
と
無
人
島
、
あ
る
い
は
管
理
の
行
き
届
い
て
い
な

い
島
は
、
常
に
侵
略
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
回
避
す
る
た
め
に
国
は
、
領
土
、
領
海
の
管
理
の
た
め
の
方
針
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
上
保
安
庁
は
、
法
を
改
正
し
、
密
漁
の
疑
い
の
あ
る
船
舶
に
対

し
て
は
立
入
検
査
を
省
略
し
退
去
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
予
定
だ
。
ま
た
、
遠
方
離
島
に
お
い
て
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
は
、

警
察
に
代
わ
り
、
一
時
的
に
陸
上
に
お
け
る
捜
査
、
逮
捕
な
ど
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
海
を
守
る
体
制
が
着

実
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、
島
の
維
持
、
管
理
、
特
に
島
に
暮

ら
す
人
々
が
安
全
に
暮
ら
す
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
。

多
く
の
国
民
に
と
っ
て
、
島
は
こ
こ
ろ
の
故
郷
で
あ
り
、
癒
し
の

場
で
あ
る
。
海
洋
国
日
本
に
お
い
て
、
島
の
存
在
、
島
の
発
展
な
く

し
て
は
将
来
の
姿
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
財
産
で
あ
る
海
洋
資
源
、
水
産
資
源
を
守
り
、
国
家
の

安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
内
海
域
を
含
め
、
わ
が
国
を
構
成
す

る
島
々
に
あ
ま
ね
く
人
が
暮
ら
し
、
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
あ
る
。
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